	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　６月　４日（金）
司会　岩藤　良子　　記録　及川　久美子
	佐々木
	松橋
	山田
	中野
	滝田
	及川(裕)
	三浦
	岩藤
	佐々木(正)
	赤坂

	深夜
	公休
	公休
	公休
	準夜
	○
	○
	○
	公休
	準夜

	中村
	水上
	油津
	及川(久)
	廣瀬
	木村
	名久井
	三浦
	盛田
	

	公休
	公休
	○
	○
	○
	深夜
	ローテ
	○
	○
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。

日時　6月8日（火）　13：30～

場所　病院2階　会議室
尚、6月22日には厚生労働省公衆衛生行政指導監査が実施される予定となって
いますので、次回の症例検討会議・行動制限最小化委員会の開催は6月29日
（6月第5週）に行うこととします。周知をお願いします。
・看護研究の抄録を6/16（水）までに佐々木ＳＧＭへ提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～本日、兄夫婦来院され物件（外観のみ）を見学しアパート契約書に兄様の連絡先、住所は記載して頂いています。携帯の契約については、兄夫婦に急用ができ携帯ショップに行けずに帰院されています。次回、兄様が来院する予定は決まっていないので、今後はどうなるのかを尋ねると本人から連絡することで再度来院してくれると話されています。引き続き、担当スタッフは、アパート契約に関連した内容（携帯の契約）等をサポートしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・清川　厚子様～昨日の準夜で、浅野様にアイスを食べられたとの事で口論となり不機嫌さ見られ、介入により浅野様から謝罪、購入し返却してもらう事を約束されていましたが、今日の午後、本人より昨日の嗜好品の購入に関して訴えあり、浅野様に確認を取り嗜好品を返却して頂いています。

＜ＳＳＴミーティング・参加率確認＞

・参加率は100％となっています。

・Ａグループ～目標の評価では、数名の方が低い点数を付けられており、個別的に

　　　　　　　アドバイスする事で振り返りや高評価できています。

· Ｂグループ～眠気を訴えている患者様に対し発言をして頂く様声掛けする事に　　

よって自発的発言が聞かれるようになっています。又、短期目標を覚えている患者様が多く評価しています。

・Ｃグループ～短期目標では、高評価の方に関して6月の目標は、会話時相手に不快な思いをさせないように話し掛けるのが大切な事をアドバイスし考えていくよう伝えています。

・Ｄグループ～全体的にしっかりと目標を実施出来ているので、出来なかった所を振り返りし改善点も含め説明する事で、理解できている方と出来ていない方がみられています。再度会話を継続する仕方について練習する事で殆どの方が納得されて終了しています。

※ＳＳＴのグループ編成を行いましたので、明日より実施していきましょう。

　1・2グループ、3・4グループ　午前中

　5・6グループ　　　　　　　　14：00～

○1～3　対人交流

（1グループ）

中野渡　鉄男様、伊藤　五十二様、十日市　利喜様、清川　厚子様、大上　なみ様

加賀谷　芙美子様

（2グループ）

布施　邦雄様、飯豊　信雄様、木村　梅子様、滝田　英人様、稲垣　恵利子様

（3グループ）

上村　みわ様、元沢　政治様、滝沢　久江様、倉橋　生子様、平　勝利様

○4～6　施設入所・社会復帰

（4グループ）

坂本　秀男様、小坂　君子様、板橋　雅勝様、駒木　洋士様、浅野　秀子様、

五日市　規様、八木橋　牧雄様

（5グループ）

伊藤　雄一様、鈴木　茂子様、佐々木　康子様、菊地　明子様、沢田　三朗様、

井上　和美様

（6グループ）

法霊崎　恵子様、日向端　庸男様、久保　清美様、三上　勇様、田野畑　忠夫様、

田名部　浩平様

＜ナイトプログラム、自治会ミーティング内容検討＞

・ご意見、要望について

1 奥の乾燥機の電源スイッチを直してほしい。

2 トイレの消臭剤がなくなっています。

・回答

1 現在は修理の見込みがない為、出来ないときはスタッフに報告してください。

2 発注が届き次第設置します。

＜駒木洋士様の今後について＞

本日カンファレンス内に主治医同席し、駒木様の今後についての検討会を行っています。1週間前から、多弁気味・会話内容のまとまりなさ・睡眠不安定（不眠、早朝覚醒、中途覚醒）等やスタッフの対応時に口調の荒さ、自己主張の強さが感じられる事を情報提供しています。

主治医より、病状不安定の為、退院については延期との指示があります。今後、病状が安定すれば単身生活の方向で進めて行く様伝えられています。

現在は、日常生活は殆ど自立できており、交通機関を利用して単独で行きたい場所へ行く事は出来ています。ガステーブルの使用に関しても、ナイトプログラム内の小グループで簡単なお菓子を、計画的に立案し作る事で問題ない事を伝えています。

本人はレベル的に高いと思われるので、これからの退院に向けての働きかけとしてディケア、ディナイトケア・訪問看護を利用していく為には、どのようにアセスメントしていきどのような病識をもっているのか？病状が悪くなる前のサイン等の観察を理解でき、他機関との情報共有もしっかり行っていくよう担当スタッフが中心となり関われる様にアドバイスを受けています。

＜猪股Dr診察状況＞

・布施　邦雄様～表情穏やかに入室し、「1週間最高でした。」と本人より笑顔で話されています。6／5（土）10：00～6／7（月）16：00まで外泊希望あり許可となっています。引き続き、外泊前後の精神症状を観察し気分の高揚状態を確認していきましょう。

・井上　和美様～1週間の状態は、変わりなかったと話しています。夏物の衣類購入の為、家族と外出したいと希望聞かれ6／8（火）外出希望あり、許可となっています。時間については、本日本人が家族へ電話をして確認する事となっています。本人より、時間を聞かれたスタッフは時間を外出申請用紙に記載しましょう。

・駒木　洋士様～診察時、多弁気味で、会話の内容がまとまりなく自ら話を切り上げる事できずにいます。夜間の睡眠不安定さも見られており、現在の状態であれば、退院は保留とする事を説明受け、本人納得されています。今出来る事として落ち着いた生活を送れるよう指導を受けています。腰痛に関しての訴えあり、他科受診希望ありましたが、レントゲン結果異常所見はない事伝え、他科受診は状態観察して明日は行かない事になり、アスモロール1パック、夜間の睡眠の不安定さある事から、レボトミン（抗精神病薬）（25）2T　2×1／5T（夕、就床前薬）で本日夕から５日分臨時処方で以後定期処方となります。6／6（日）9：00～17：30までの家族交流目的での外出は許可となっています。引き続き精神症状悪化の観察や軽躁状態の程度を確認していきましょう。
































































